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「2007 年度生産物処理計算書」から見る北朝鮮の現実」
～特に軍部隊における食糧事情の実態について～
宮 塚　利 雄・宮 塚　寿 美 子
はじめに
本稿は筆者が共同執筆者の宮塚寿美子と
2010 年３月に、中国と北朝鮮の国境（以下、
中朝国境）を流れる豆満江（中国名・図們江）
の河口付近にある、中国・吉林省の琿春市で会
った朝鮮族の貿易商から入手した書類を分析し
たものである。この書類は農業に関係するもの
で、 縦 26・5cm・ 横 19cm の も の が ８ 枚、 縦
17cm・横 11cm と、縦 18cm・横 27・5cm のも
のがそれぞれ１枚からなっている。書類はわら
半紙で、ボールペンで手書きされており、８枚
の書類は表紙と裏表紙が紙捩りで綴じられてお
り、残りの２枚は８枚目と裏表紙の間に挿まれ
ていた。裏表紙の内側にも透かして見ると、こ
の書類と関連する思われる明細書の様な数字な
どが書かれているが、はがすことができないの
で判別ができない。この朝鮮族の貿易商は、北
朝鮮には食料品や工業製品、肥料などを運んで
いると言ったことがあるので、この書類を協同
農場に肥料を運んで行った時に事務所で入手し
たのであろうか。このような書類が外部（国外）
に流出することは極めて稀なことである。
北朝鮮の政治・経済・社会・歴史などを研究
する者にとって、もっとも困難なのが一、研究
対象国である北朝鮮に容易に入国できないこ
と。二、入国できたとしても市場や工場、鉱山
などを自由に調査したり、聞き取り調査などを
することができないこと。三、必要とする資料
を購入したり、コピーすることなどが容易でな
いこと。四、北朝鮮側が発表または刊行した書
籍類などは、北朝鮮に入国した時や日本でも入
手できるが、北朝鮮側の一方的で、恣意的な内
容の刊行物が多く、研究・分析に当たっては細
心の注意と配慮が必要である。
もっとも最近では、北朝鮮政府がこれまでは
徹底した情報統制と恐怖政治により、人民に対
し「国内情報を海外に漏洩したり、反対に海外
の情報を流入させる」ことを極力防いできたが、
インターネットや携帯電話などの目に見えない
情報が飛び交う時代となり、この「時代の潮流」
は北朝鮮をも巻き込んでいる。北朝鮮国内にい
る民間人から携帯電話で情報を入手し、その情
報をリアルタイムでマスメディアや研究機関な
どに発信している韓国のマスコミ機関１）や、
北朝鮮の人間にビデオを持たせて、北朝鮮各地
の状況を撮影させたり（もちろんのことだが、
隠し撮りである）、北朝鮮の物資などを収集さ
せて、それらを中朝国境の中国側で受け取り、
それらを国内外に発信している日本のマスコミ
機関２）などもある。これらのマスコミ機関が
報じる内容は、北朝鮮政府の政策の広報を代弁
している「朝鮮中央通信」・「朝鮮中央テレビ」・
『労働新聞』・『画報　朝鮮』などで報じられて
いる内容とは、全くと言っていいほどに、大き
く異なっている。
北朝鮮の生の情報や資料を入手することは容
易ではない。たしかに北朝鮮から韓国に脱北し
て来た人は２万人以上を突破しており、日本に
も 200 人以上が脱北してきていると言われてい
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る（韓国は脱北者の数を公表しているが、日本
は脱北者の数を公表していない）。しかし、脱
北者の殆どは「命からがら、着の身着のまま」
の状態で逃げて来ており、このような極限の状
況の中で資料などを携えて来る人は皆無に等し
い。それでも脱北者の証言は北朝鮮を理解する
うえでは貴重である。生の情報や資料を入手す
るには、筆者が直接北朝鮮に入国し調査すれば
よいのであるが、91 年度に二度行ってからは
入国できず、92 年から中朝国境の中国側から、
「北朝鮮の今」を追跡している。その方法は一に、
鴨緑江や豆満江などの国境河川の岸辺を車で走
破しながら、対岸の北朝鮮側の状況を観察し、
ビデオやカメラに収めて分析している。その二
は、中国側にある北朝鮮の物産（グッツ）を販
売している御土産屋などに行って、北朝鮮から
持ち込まれた品物（中には密輸品や禁輸品も含
まれている）を買いながら、北朝鮮との人やモ
ノの流れを知ることである。その三は、北朝鮮
から脱北してきた人や、北朝鮮に商売や親族訪
問などで行ってきた人から、現地での住民生活
の状況などを聞き書きすることである。その四
は、北朝鮮の内部文書類を入手することである。
この内部文書は北朝鮮政府や地方の行政機関の
最高機密を記した文書類であり、国外には流出
してはならないものであるが、北朝鮮の国境警
備兵や貿易商社員、密輸ブローカーなどを通じ
て入手することができる３）。2010 年３月の中
朝国境調査の時に、偶然に入手した「2007 年
生産物処理計算書」は国家機密を扱った極秘文
書の類ではないが、今までこのような文書類を
扱った研究もなければ報告もない。北朝鮮の内
部事情、特に軍部隊における食糧事情などを知
るうえで貴重な資料と思っている。先行研究事
例がない状況の下で、筆者なりに長年にわたり
北朝鮮の農業を研究してきたので、その知識を
基にこの文書を分析してみることにする。原書
の表紙は末尾に「添付資料」として掲載した。
第１章　「軍商副業地」とは
この文書を北朝鮮で入手した貿易業者に、「ど
こで入手したのか」と入手した具体的な地名（場
所）を聞くと、「それは言えない」と入手先な
どを教えてくれなかった。当然のことであるか
もしれないが、仲介してくれた朝鮮族の知人が
こっそり、「彼は主に羅津や清津地域に行って
いる」とのこと。どちらも北朝鮮北部の咸鏡北
道の北部の都市である。これでこの文書に関わ
る「クンサンプオプチ（軍商副業地）」が存在
する地域は、咸鏡北道地域に特定することがで
きる。「軍商副業地」とは北朝鮮で発行されて
いる『朝鮮語大辞典』（社会科学出版社　1992
年３月　平壌）を見ると、「クンサン」とは「軍
商」のことで、「軍人商店の略」（同書　341 ペ
ージ）とあり、さらに「軍人商店」とは「主に
軍人やその家族に奉仕する商店」（同書　344
ページ）とある。「プオプ」とは「副業」のこ
とで、「①（一定の収入を得たり、後方供給事
業を目的に）基本的作業のほかに行うこと。例
文　副業として行う農牧場　②〈副業経理〉の
略語．③（扶養家族が一定の収入を目的に）家
で行う仕事。例文　副業で手袋を作る」（同書　
1484 ページ）。以上のことからこの文書は「咸
鏡北道にある軍人商店が、副業として軍部隊に
食糧や畜産物などの生産物を納入した処理計算
書」であることがある。
「軍人商店」や「軍商副業地」についてもっ
と詳しく知りたくて、研究室の書架にあるこれ
らに関する本を読み漁ったが、「軍人商店」や「軍
商副業地」に関する記述も、文字も見当たらな
い。軍隊の編成状況や兵器類、軍隊生活、軍人
数などについてはかなり詳しく述べられてい
る。かろうじてこれらに関すると思われる記述
は、朝鮮人民軍を統率する人民武力部の組織に
「後方総局」があり、この傘下に「保衛部」「政
治部」などとともに、「副業局」「農場管理局」
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という組織があるが４）、この部署が「軍商副業
地」を直接管理しているのか、これだけでは断
定できない。また、類似の組織として人民警備
隊（国境警備部隊）の組織の中に「経理部」が
あるが、「ここは国境警備局の軍人の後方物資
を調達する。被服、食糧などを供給しており、
食糧供給のために傘下に農場を保有してい
る」５）とあるが、ここでいう農場が「軍商副業地」
といかなる関係にあるのか、これも定かではな
い。このほか、北朝鮮軍の部隊の中に「副業組」
という組織があることが分かった。
軍務期間で精神的および肉体的に最も楽だ
ったのは、高速道路建設から部隊に帰ってき
て、「副業組」を担当した時期だった。部隊
に帰ったあと、旅団審議を経て私の入党が決
定した。そして隊員十八名を従えて中隊の副
業を振興することが任務となったのだ。副業
の内容は、中隊の建物と豚舎の管理および畑
の経営・管理。当時、中隊にはメス牛一頭と
豚二匹しかいなく、畑が約二万坪あった。農
作物はトウモロコシをはじめインゲン豆、白
菜、大根、トウガラシなどを栽培した。初め
ての農作業だったが、思ったほど難しくはな
かった。心の持ち方次第では仕事ははかどっ
たし、隊員たちも協力し合って仕事に精を出
した。また、中には農業経験のある者も何人
かいて心強かった。ただ、資材と物資の欠乏
は常に問題だった（韓景旭　『ある北朝鮮兵
士の告白』　新潮社　2006 年　89〜90 ペー
ジ）。
また、次のような記述もあった。
現在の食糧供給は、栄養失調の兵士が続出
するほど深刻になっている。各師団には、栄
養失調者を収納する療養所が設けられてい
る。このため、不足した食料を調達するため
に、前線部隊や民警中隊では部隊内に農地を
作り自給自足している。弊社の周囲には季節
ごとに野菜やトウモロコシなどを植えてい
る。また、前線師団の副業課や、連帯後方部
などには比較的規模が大きい副業畑を持って
いる。師団はビニールハウスまで持っている。
しかし、生産できる量が少ないため、部隊の
軍人に野菜や農作物を十分に供給することは
できない（季ジョンヨン『北朝鮮軍のA to Z』
光人社　2009 年 78 ページ）。
この「副業組」や「副業課」、「副業畑」の存
在は、「軍商副業地」を理解するうえで大いに
役立つ。
つぎに「軍人商店」についてであるが、文献
資料には出てこないが、北朝鮮から脱北して来
た人物の中に、北朝鮮軍や「軍人商店」につい
て知っている人がいた６）。この人物に入手した
書類を見せると、次のように分析してくれた。
１．文書について
○国境警備司令部の４つの旅団の中の咸鏡
北道旅団のものと思われる
○副業地は清津市と思われる
○中朝国境で入手した文書であること
○少ない生産量から判断して、北方地域と
みられること
○軍人商店（略称：軍商）は連隊以上に設
置され、国境警備司令部の場合は旅団に
存在する
○文書からトラック（勝利 58）を所有し
ていることがわかるが、トラックを所有
できるのは連隊（旅団）以上であること
○旅団は８〜10 大隊を抱えている
○連隊は 400〜500 人位の大隊を３つ抱え
ており、所帯は 1200〜1500 人になる
このほか、ほかの脱北者に聞いたところによ
ると「軍人商店の従業員は将校以上の夫人連中
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であり、副業地で働いていたのは普通の軍人の
夫人たちであった」７）と教えてくれた。
第２章　「2007 年生産物処理計算書」
の分析
第１項　「2007 年穀物収穫高」明細書
この資料は 10 枚の書類からなっている。１
枚目のここでは穀物の収穫高が「品種別」と「数
量」に分けられており、11種の穀物の生産量は、
１．トウモロコシ（27t 130kg）、２．大豆（895kg）、
３．稲（460kg）、４．高粱（700kg）、５．黍（100kg）、
６．青豆（50kg）、７．インゲン豆（80kg）、８．
緑豆（20kg）、９．玉ねぎ（250kg）、10．唐辛子
（300kg）、11．えごま（130kg）となっている。
トウモロコシや黍、高粱などの穀物類が多く、
この副業地が稲作地帯ではなく、寒冷地の畑作
地帯であることが分かる。稲も栽培しているが、
北朝鮮の西側の穀倉地帯は平安南・北道であり、
稲の品種も西側地域の気候や土壌に合ったもの
が多い。この副業地で栽培されている稲の品種
は「咸北糯２号」であろうか。この品種の主な
栽培地域は「東海岸の平地帯と中間地帯８）」と
ある。このほかにも「塩州１号」や「漁朗５号」
も、主な栽培地域が「咸鏡北道の全般地域」と
なっており、どの品種なのか特定できないが、
この文書の８枚目に「咸北米」の文字が出てく
るので、「咸北糯２号」の可能性が高い。もっ
とも、この明細書には耕作地の栽培面積が出て
いないために、単位当たりの生産量などを正確
に知ることができないし、連隊規模の部隊の食
糧をすべて賄っているとは考えにくい。連隊内
にあるいくつかの軍商副業地の一つなのだろう
か。
第２項　「2007 年食糧供給明細」
この文書には作業に従事した８人の女性の名
前が、No.１金雪慶、No.２韓玉、No.３蘆聖順、
No.４ 朴 恩 礼、No.５ 李 玉 信、No.６ 趙 恩 貞、
No.７許恩貞、No.８崔香美（いづれも音訳）が
あり、すべて女性である。各人の「稼働日数」
は（225 日。No.２の韓玉は 205 日）で、「食糧
供給の明細」として、「日数量」は（0.9kg）、「稼
働日数量」は（209.25 日）、「合宿運営日数」は
（180 日）、「共済数量」は（167.４kg）、「供給
数量」は（41.85kg。No.２の韓玉は 23.25kg）
である。そのほか「総食糧供給量」「本人署名」
「備考」欄があるが、なにも記載されていない。
北朝鮮農民の一日の日課
時　　間 日　　課
05：00 起床、以後、朝食の準備
06：00〜06：30 部落の掃除及び各種人民班の食前動員作業
06：30〜07：30 朝食及び出勤
07：30〜08：00 朝礼及び教養作業
08：00〜12：00 農場の作業場に移動して、午前中の共同作業
12：00〜14／16：00 昼食及び家事（個人の農作業を含む）。個人の農作業の時間は 2〜4 時間で、農繁期や単位別で
差が出て来る⑨
14／16：00〜19：00 午後の共同作業（農繁期か地域及び単位別の農業状況によって、午後の労働時間の差がある
19：00〜20：00 職業総和及び組織生活、10 日に一度組織生活総和⑩
20：00〜22：00 夕食の準備と食事、家事及び家族生活
22：00〜 就寝
資料：チョウ・ジョンア他『北韓（北朝鮮）住民の日常生活』（統一研究院　2008　50 ページ）
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「稼働日数」や「供給量」が設定されているが、
実際の供給量は予定供給量を下回っており、供
給実績は低い。
「稼働日数」は１年間に副業地で働いた日数
のことであるが、北朝鮮の農民は一般の労働者
が週に一度休むのに対し、農民は３月５日の“農
民の日”と、十日間隔で１・11・21 日に休む
ようになっている。このため、農民は日曜日に
もみな出勤しなければならない。しかも、農繁
期の５月や田植えの期間、草とりの時期は休日
でも休むことができない。農民は農作業がはか
どっていなくても、必ず続けて作業場に出て、
出勤の確認をしてもらい、何かをしなければな
らない 11）。北朝鮮の農民の一日の日課は次の
通りである。
作業は一般の労働者が 50 分労働に 10 分の休
息を取るのに対し、農民は 100 分の労働に 20
分の休息を取るのが原則である。12 時に家に
帰って来て食事をして、昼食時間である２〜３
時間を利用して家事や個人の農作業をして、再
び午後の作業場に出かけていく。
第３項　「営農資材購入明細書」
この文書は副業地経営でもっとも重要な経営
規模や経営内容などを知ることができる、各種
の営農資材購入を記した明細書であり、詳しく
分析したい。14 の品名とそれぞれの「単価（ウ
オン）　数量（kg）　金額（ウオン）」が記され
ている。営農資材購入費を知ることは、経営規
模などを知るうえで重要である。No.１「尿素
肥料」は（1,2000　1,400　168 万）、No.２「複
合肥料」は（800　260　20 万 8000）、No.３「窒
素 ア ン モ ニ ア 肥 料 」 は（800　400　38 万
4,000）、No.４「硫安肥料」は（800　200　１
万 6,000）、No.５「ディーゼル油」は（２、500　
120　30 万）、No.６「種子（トウモロコシ）」
は（700　200　14万）、No.７「種子（会寧５号）」、
No.８「ベアリング」は（8,000　12 個　９万
6,000）、No.９「殺虫剤」は（5,375　８瓶　４
万 3,000）、No.10「鋤とその柄」は（８万）、
No.11「トラクター修理」は（10 万）、No.12「か
すがい」は（100　200 個　２万）、No.13「畜
舎の大釜（１個）」は（５万　１個　５万）、
No.14「350 ｍｍパイプ」は（１万 5,000　１個　
１万 5,000）、No.15「合計」は 320 万ウオンと
なっている。
営農資材費の 73％を占めるのは「肥料代」
であるが、その中でも「尿素肥料」は全費用の
半分以上を占めている。これはいったい何を意
味するのか。尿素肥料は日本植民地下の朝鮮北
部（現在の北朝鮮側）には、朝鮮窒素肥料株式
会社の興南工場で大量に生産されており、朝鮮
内だけでなく、日本や世界各国に輸出されてい
た。しかし、金日成による朝鮮民主主義人民共
和国の建国後は、尿素肥料などの肥料生産は振
るわなくなった。金日成は「米は共産主義」、「肥
料は米」、そして「肥料は爆薬」を標榜し、本
来ならば農耕地で使用されなければならない肥
料が、爆薬に代替されていたのである。
爆破窟が掘られ、その中に爆薬を流し込む
わけだが、一つの穴に約３トンの爆薬が使わ
れたのだから、全体では相当の爆薬が使われ
ることになる。あの時、私は爆薬として使わ
れているのが、肥料でもある硝酸アンモニウ
ムだと聞いてびっくりした。なぜなら、当時
農村では肥料不足で穀物さえもうまく育たな
かったからだ（韓景旭　前掲書　87ページ）。
しかし、北朝鮮は 2010 年の「新年共同社説」
で４大成果の一つとして、「尿素肥料」の生産
に成功したと発表した 12）。北朝鮮は尿素肥料
の原料であるアンモニアを生産できず、肥料生
産に困難をもたらしてきた。南興青年化学連合
企業所で石炭ガス化の工程による、アンモニア
の生産に成功したという。このような工程は北
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朝鮮に豊富な無煙炭を燃焼させ、水蒸気と空気
を分解させ、ここで造られた窒素と水素を反応
させ、アンモニアを造る方法である。石炭ガス
化による肥料生産の工程は、戦前にすでに行わ
れていたのである。その会社は先に紹介した朝
鮮窒素肥料株式会社で、同社の興南工場の硫安
倉庫には「積み重ねられた白峯の如き硫酸アン
モニウム（硫安）である。我が国第一、世界屈
指の此の大工場を訪問した人々は廣大なる倉庫
の裡に玉雪山をなす硫安に先づ眼を瞠つて近代
化学工業の壮観に一驚三嘆するのである」13）
と謳うほどに、朝鮮窒素肥料株式会社の「硫安」
の生産量は凄まじかった。また、そればかりで
なく「硫酸アンモニア即ち硫安は当社の主要製
品である。其の製造能力は内地朝鮮の各工場合
計 60 万で、瓲我が国全生産額の三分の一を占
め、勿論本邦第一位であり、世界に於いても五
指に入る大規模のものである。当社の硫安は古
くより市場の標準品となって居り、相場は当社
の硫安建値を基準として左右されている。当社
は我が国に於いて最初に空中窒素の固定による
硫安を製造した古い歴史と矜持を持つ会社であ
るが、尚、日々其の製造法の改良と進歩に努め、
常に最新の方式による最良の品質を製造してい
る。就中当社が合成法によるアンモニアの製造
を創始して以来、当社の製品は世界の標準的品
質を具有し、国内に於いて声価もっとも高く、
凡ゆる點に於いて輸入外国硫安を凌駕するもの
である」14）とあるように、当時、世界最高の
技術と品質を誇った工場が、今の北朝鮮内に存
在していたのである。
もっとも、北朝鮮が尿素肥料に成功したとい
う報道については次のような指摘もある。
このような歴史的な事実は、北朝鮮が石炭ガ
ス化の技術をある程度保有していたことを示唆
し、継続して石炭ガス化による尿素肥料の生産
の可能性があることを意味する。しかし、空気
中に存在する窒素の活用であることを考慮する
時、制限的な量のアンモニアを生産するしかな
い。また、生産設備に対する安定化の期間が、
相当の期間を要することを考慮する時、肥料の
生産が一時にして活発に成し遂げられるとは思
われない 15）。
尿素肥料をはじめあらゆる肥料が北朝鮮全体
で、絶対的に不足しているのである。したがっ
て、尿素肥料などが咸鏡北道にある「軍商副業
地」に届くまでには時間もかかり、肥料代も高
くなることは想像に難くない。北朝鮮の肥料不
足がいかに深刻なものであり、また、住民が肥
料増産に動員されているのかを知らしめる記事
がある。長い文章であるがそのまま引用する。
「新年共同社説発表から一日で“住民動員”を
開始――２日に“堆肥生産戦闘”に突入…中学
生や高齢者も１日 30 キロ」16）
北朝鮮政府が１日に発表した新年共同社説
を貫徹するために、２日から堆肥を生産して
資材を確保するため、住民を動員していると、
北朝鮮の内部消息筋が伝えてきた。北朝鮮は
今年の新年共同社説で軽工業と農業に力を傾
けると言い、党組織や住民に働くよう促して
いる。咸鏡北道の消息筋はデイリーＮＫとの
インタビューで、「正月の１日だけ休み、２
日から新年の戦闘が始まった。大人は毎日一
人当たり 50 キロの堆肥を集めて、周辺の農
村に持って行くようにと言う指示が下った」
と話した。また「11 歳以上の中学生は、一
人当り 30 キロの堆肥を学校に持って行かな
ければならない。今回の堆肥生産戦闘は３月
末まで続く予定だ」と説明した。さらに「昨
年までは堆肥生産戦闘は２月 15 日までだっ
たが、今年は農業に力を傾けると言うことで、
３月末まで続くと言う発表があった。堆肥の
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生産以外にも古鉄や紙くず、再生ゴム、再生
ビニールなどを買収すると言う課題が、各職
場と組織に出された」と話した。消息筋は「堆
肥の清算は毎年進められていたが、今年はそ
の責任担当量が増え、堆肥生産の期間も２倍
に伸びた。堆肥量が足りないため、職場ごと
に共同トイレやごみ収集場を先取りするため
に激しく競争している」とも説明した。特に
「堆肥生産だけでも大変なのに、古鉄をはじ
めとし、軽工業などの様々な資材も買わなけ
ればならないので騒々しい。中学生は１月の
冬休みに堆肥の生産と同時に、古鉄 10 キロ、
紙くず５キロ、再生ゴム５キロなどを持参し
て、その買収証を学校に持って行って確認し
てもらわなければならない」と伝えた。消息
筋によると、両江道・恵山市の２日午前の気
温はマイナス 26 度だったそうだ。それだけ
厳しい寒さの中で、機関企業所の労働者や人
民班の住民たちが、金正淑芸術劇場の広場に
集まり、ソリで周辺のチュンドンやケムサド
ン、ウンチョン、ファンジョン協同農場まで
堆肥を運搬したという。この消息筋は「近く
の農場といっても８キロも離れているし、遠
いところは 16 キロも離れている。厳しい冬
にもお昼も食べずに農場まで堆肥を運搬した
から、手足が凍って苦労している人が多い」
と説明した。
寒さの厳しい環境の中でのたい肥作りである
が、この堆肥を協同農場で生産するのではなく、
一般の住民や労働者、さらには中学生にまで割
り当てて、強制的に供出させているのである。
たい肥作りの経験のない人たちが強制的に作り
上げさせられた堆肥には、果たしてどれだけの
肥料の効能屋成分が含まれているのだろうか。
肥料の重要性について金日成主席は次のように
語っている。
農作業をうまく行うにはもちろん良い土
地、良い機械もなければならないが、重要な
ことは肥料が沢山なければなりません。肥料
が沢山あれば土地の悪いところでも高い収穫
を上げることができます。「肥料はすなわち
米であり、米はすなわち社会主義である」。「肥
料が多ければ穀物の問題を解決することがで
きるだけでなく、肉と果物をさらに多く生産
でき、したがって、人民生活をさらに高める
ことができます。すなわち、それがゆえにわ
れわれは肥料はすなわち米であり、米はすな
わち社会主義と言えるのです（『農業化学辞
典』　農業出版社　1992 年　平壌　220〜221
ページ「肥料」）。
さらに金日成は「肥料混合使用」について、
「肥料の施肥料と穀物の生産量が１対 10 の原
則」として、「肥料の施肥料と穀物生産量の
比例は１対 10 にならなければならない。こ
れは標準肥料として窒素肥料１kgを施して、
穀物 10kg を上げなければならないと言う意
味です（前掲書　223 ページ）。
金日成のこの「１対 10 の原則」が如何なる
科学的な根拠から提示されたのか。農業経験と
知識の少ない金日成が、いかなる科学的根拠に
基づいてこのような原則を提示したのか。「肥
料の施肥料と穀物生産量の１対 10 の原則は、
偉大な首領様がわが国での農業生産の実態と、
世界的な農業生産の実態を科学的に分析なされ
たことに基づき、うちたてられたもっとも科学
的で生活力ある原則である」（前掲書　223 ペ
ージ）と言うが、現実には化学肥料ばかりでな
く、草肥料の生産すら足りなかったのである。
次の資料は草肥料不足について言及したもので
ある。
「肥料の不足問題を解決するために“草肥料
生産総動員令”を下達」17）
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北朝鮮は肥料の不足問題を解決するため
に、８月８日に金正日総書記の指示文を送り、
“人民全てが総掛かりで草肥料の生産に全て
の力を集結しよう”と強調した。金正日は指
示文で、“今日の食糧問題は米帝をはじめと
する帝国主義者との対決で、われわれの共和
国の運命を決定する最重要問題だ”、“共和国
の懐でご飯を食べる人ならば、誰もが農業の
主人にならなければならず、穀類の増産に貢
献しなければならない義務がある”と、農場
員はもちろん、各職場や機関所の生産人員ま
で無条件、週３日ずつ草肥料の生産に動員し
ている。また、“こうした条件でわれわれは
今の肥料設備を効果的に稼働させて、生産を
最大限に増やす一方、ある肥料の原料を探し
出して地力を高めるための様々な方法をうま
く利用して、来年度の農業で決定的な転換の
局面を整えなければならない”と述べている。
指示文によってすべての家庭は月末までに、
１世帯当たり 500kg の草肥料を生産して納
めなければならない。各道の党には、“草肥
料生産指揮部”が組織され、地方と職場、人
民班ごとに肥料生産の実績を掌握しており、
住民が集まる十字路や道農村経理委員会の前
に、肥料の実績を書いた競争の表を貼って、
草肥料の生産を奨励している。ここでいう「草
肥料」とは道路わきや河川敷などに生えてい
る雑草などを刈り取って来て、それに人糞や
汚泥などを散布して造った肥料のことであ
る。そのために「人糞争奪戦」が各地で繰り
広げられ、人糞を販売している店も繁盛して
いる有様である。要するに北朝鮮の住民は化
学肥料の生産が絶対的に不足していることに
より、極寒、酷暑の期間を問わず、これら「草
肥料」などの「堆肥の供出」に追われている
のである。
北朝鮮の肥料事情について興味深い指摘があ
る。
韓国が援助する農薬肥料が、北の化学工場で火
薬になる！18）
現在、北朝鮮では窒素肥料がまともに生産
されていない。経済難や電力不足で、まとも
に肥料工場が動いていないためだ。これが金
正日の大きな悩みになっていると断言する脱
北者がいる。元朝鮮人民軍の幹部だったリ・
ソンジュン氏（仮名）である。「窒素肥料が
作れないということは、爆弾の原料となる火
薬も作れないということ。北朝鮮軍が貯蔵し
ている爆薬のほとんどは製造後 10 年以上の
もので、その性能を維持するためには古い火
薬を新しいものと交換しなくてはなりませ
ん。しかし、その火薬が不足し、金正日は頭
を痛めているのです」。そこで金正日が考え
ついたのが、農業支援の目的で韓国から肥料
をせしめるというアイデアだった。それも痩
せた北朝鮮土地の北朝鮮にぴったりのアルカ
リ性肥料には目もくれず、ひたすら尿素肥料
だけを要求している。尿素肥料は窒素の含有
率が 40％にもなり、火薬の原料として最適
だからだ。この肥料が農民に届くことは絶対
にない。その大部分は化学工場で火薬に生ま
れ変わり、スクラップ同然だった北朝鮮軍の
爆弾をピカピカの新品に蘇らせることは明ら
かだ。「韓国政府は肥料が農作物の増産に使
われると決め込んで、その使い途をモニタリ
ングすらしていない。これは極めて危険です。
百歩譲って北朝鮮へ肥料を支援するにして
も、尿素肥料だけ送ってはいけません。むし
ろ、酸性化した北の農地にぴったりの複合肥
料やアルカリ性の有機質肥料だけを与えるべ
きなのです」
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北朝鮮も肥料不足の状況に「草肥料」の増産
などの増産を図ったが、これだけでは生産を増
大されることは難しい。そこで日本で研究開発
されたＥＭ農法を導入し、土壌の改善および食
糧の増産を図ることにし、在日本朝鮮人連合会
が寄贈した「複合微生物工場」を各地に建設し
た。
「実る稲」19）
北朝鮮ではまた、琉球大学の比嘉照夫教授が
開発した乳酸菌や酵母菌など約八十種類
の微生物を集めた複合培養液のＥＭ（有用微
生物群）菌を農耕地で広く使用している。1993
年に試験的に導入して以来、北朝鮮各地にＥＭ
工場（現在百十一カ所）を建設。全国の稲作や
畑作などに積極的に利用しており、増産を図っ
ている。金総書記もＥＭ工場を視察するなど高
く評価しており、北朝鮮は今年４月、比嘉教授
に農学名誉博士号を授与している。
しかし、鳴り物入りで始められた複合微生物
肥料工場は、現在ではほとんど稼働していない
野現状である。
“北　複合微生物肥料工場の大部分が稼働中
断”20）
北朝鮮が 1990 年代の半ばの“苦難の行軍”
の時期に、食糧増産のために全国的に建設した
“複合微生物肥料工場”の大部分が、現在稼働
中断の状態であると、内部消息筋が伝えた。こ
の消息筋は“1996〜1997 年にかけて咸鏡北道
キョンソン郡に建設された複合微生物肥料工場
は、建設された後１年間だけ生産して、その翌
年からは生産が中断した。今は空き地だけ残っ
ている”と語った。北朝鮮のメディアは最近も、
北朝鮮は“複合微生物技術の先進国”と伝え、
複合微生物技術と自然農法に対して“食糧危機
を解決するだけでなく、生態環境を保護するこ
とに大きな意義を持つ”と評価した。（中略）
複合微生物を作り上げるためには、飴粉が投入
されなければならないが、原料が高くて大分部
では一般の穀類（トウモロコシと米）を投入し
た。だが、食べ物がなくて人が飢え死に状況で、
３年後に効果が出る複合微生物の生産のために
穀類を投入する余裕はなかった。両江道恵山市
の“愛国複合微生物肥料工場”の労働者出身の
脱北者、金ヨンファ（仮名）氏は、“１トンの
醗酵原液を作るのに 350kg のトウモロコシを
消費しなければならなかった。トウモロコシ
350kg あれば、一人が充分に１年間暮らすこと
ができるではないか。19997 年から２年間工場
を動かし、38 トン以上のトウモロコシを使っ
た”と語った。金氏は“従業員たちには特別に
食糧を供給したが、トウモロコシ粉から発酵液
まで、こっそり盗んだ”と言い、“周囲の人た
ちは私たちに「トウモロコシで肥料を作るとい
うが事実なのか」と聞き、一様に憤慨した”と
証言した。金氏は“微生物を生産しても、これ
を運ぶ車と油がなかった。これを保管する容器
も、紛失したり破損したものが多くて保存も難
しく、液体なので撒く時も大変だった”と語っ
た。金氏は当時、農場員たちが３年後になれば、
土の中で窒素を生産する菌が育つようになると
説明しても、住民たちは信じなかったという。
トウモロコシの供給も続かず、生産された微生
物を農場に振り撒くことにも関心がなく、結局、
工場の稼動を中断したと明らかにした。北朝鮮
の土壌の酸性化を指摘する南側の専門家たちの
意見もある。北朝鮮の土壌には有機質の肥料が
必要だと言う指摘だ。食糧難で穀類を原料にす
る複合微生物団地は、現実から非常に乖離して
いると脱北者たちも言う。北朝鮮の農業科学院
出身のイ・ミョンボク氏は、“1979 年から土壌
の酸性化が深刻で、金正日の教示まで下った。
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微生物団地には、一部改善効果があり得るが、
農業の構造、治山治水、化学肥料や有機質肥料
の生産環境の構築など、総合的な対策がない限
り、がん患者によもぎ水を与えるにすぎないこ
とになる”と語った。内部消息筋は“1996 年
から急に複合微生物肥料といって騒いだが、実
際の効果がないため、1999 年から無くなった”
と述べ、“平壌の愛国複合微生物センター、羅
先の微生物工場などの大規模な施設以外には、
多くの建物だけが残っている状態”と伝えた。
頼みの綱とした「複合微生物肥料」も、生産
のコスト高などの理由により今ではほとんど生
産されていない状態である。
次にこの文書で注目するのは、NO.７の「種
子」で、この趣旨の品種名に「会寧５号」と但
し書きが付いている。「会寧５号」については
北朝鮮で発行された『農作物品種紹介集』21）に、
次のように詳しく紹介されている。
種蒔きの時期：５月 11 日　成熟期：９月
29 日　生育期間：141 日　10℃　生育適産温
度：2550℃　一個当たりの実の数：550 粒　
1000 粒の質量：325 ｇ　畝当たりの株数：25
株　１町歩当たりの収穫高：11.3 ｔ　生理的
忍耐性：倒伏性に強く、冷・湿にも強い　栽
培面積：海抜 500 ｍ以下の地帯と東海岸（日
本海側）北部の寒冷地帯
「会寧５号」の説明からも、この軍商副業地
の所在地は咸鏡北道の北部地域、すなわち清津
地方であることが判明した。
第４項　「合宿運営費」
これは合宿所での生活及び作業で必要な必需
品の購入費用の明細である。22 の品名と「単
価（ウオン）　数量　金額（ウオン）」が記され
ている。NO.１「丸い器」は（1,200　NO.５「皿」
は（300　５　1,5000）、NO.６「調味料」は（4,800　
１kg　4,800）、NO.７「ビニール」は（500　70
ｍ　 ３ 万 5,000）、NO.８「 御 菓 子 」 は（2,400　
５kg　 １ 万 2,000）、NO.９「 ビ ニ ー ル バ ケ
ツ」21） は（400　７　2,800）、NO.10「ゴムバ
ケツ」は（8,000　３　２万 4,000）、NO.11「調
味料」は（5,500　２kg　１万 1,000）、NO.12「加
味素」は（6,500　１kg　6,500）、NO.13「布巾」
は（500　５　2,500）、NO.14「ライター」は「100　
50　5,000」、NO.15「ハエトリ薬」は（120　10　
1,200）、NO.16「 接 着 剤 」 は（1,200　 １　
1,200）、NO.17「 ペ ニ シ リ ン 」 は（300　10　
3,000）、NO.18「 マ ニ シ リ ン 」 は（250　10　
2,500）、NO.19「手袋」は（400　20　8,000）、
NO.20「セメント」は（200　７トン　140 万）、
NO.21「 セ メ ン ト 」 は（60　500　 ３ 万 ）、
NO.22「麻袋」は（600　200　12 万）、NO.23「合
計」は（170 万 1,000 ウオン）である。
合宿運営費の中で NO.20 と NO.21 の「セメ
ント代」が全体の 84％を占めているが、家畜
舎や作業場、倉庫などの建造費と、道路などの
舗装に充てられたのであろう。NO.20 と NO.21
のセメントでは単価で３倍以上の差があるが、
成分や強度などが違うセメントのようだ。
NO.６、NO.11、NO.12 はいずれも「調味料」
であるが一般的には「調味料」は日本の「味の
素」に訳されるが、朝鮮語の「マンネギ」とは
「味を出す」と言う意味である。NO.12 の「加
味素」の単価が一番高いが、「加味」とは「（飲
食物に他の食料品や薬味などをさらに加えて）
味がさらに美味しくすること」（『朝鮮語大辞典』　
25 ページ）とあるので、醤油や味噌、酢、食
用油などを意味するのだろうか。NO.10 の「ゴ
ムバケツ」は１個が 8,000 ウオンもするのに、
NO.９の「ビニールバケツ」は１個が 400 ウオ
ンと、同じバケツでも 20 倍もの差がある。北
朝鮮ではゴム製品は貴重で高いのが通常で、ゴ
ム製の長靴は超高価である。如何に高価なもの
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であるか、次の事例を見てもらいたい。
「北で長靴が必需品…ファッションとしても流
行」22）
北朝鮮では雨の日以外にも「長靴」を好ん
で履いている。一年中労働しなければならず、
舗装されていない道路が多い北朝鮮の実情が
反映されたもので、一年を通じて履くために
「四季長靴」と言われるほどだ。長靴は都市・
地方を問わず高い。清津出身の脱北者は「妻
を売ってでも長靴は買わなければならない、
と言う言葉があるほどだ」と述べた。平安北
道新義州出身の脱北者も「よそ行きの靴はな
くても長靴は必需品。労働の際にも履き、フ
ァッションとしても人気のある商品」と述べ
た。河川工事、住宅建設、農村支援、堆肥の
生産や運搬など、様々な労働に動員されるう
えに、未舗装の道路が多いため、長靴が必需
品と言う訳だ。自転車やバイクに乗る時も好
んで履く。蒸し暑い夏に長靴を履くと汗をか
いて不快であるが、未舗装の道路を走ると泥
で服が汚れるため、雨が降らない日でも長靴
を履くという。現在、平壌・龍城栄誉軍人工
場で生産されている長靴（アリラン、三日浦）
の人気が高い。しかし、経済難の影響から原
料が不足し、生産量は多くないため、中国製
も人気だ。男性は黒、子供と女性は青と赤の
長靴が人気。北朝鮮産は３〜８万ウオン、中
国産は１万５千〜３万ウオンほどで、北朝鮮
産は洗練されていないが質が良く、中国製に
比べて価格が高い。子供用は１〜２万ほど高
い。毎日が熾烈な戦いの北朝鮮住民とって、
長靴は生活の道具としてもファッションとし
て必需品なのだ。
ビニールも購入価格が３万 5,000 ウオンと高
い。北朝鮮ではビニールは「薄幕」と言って需
要が多く、ビニールハウスなどで使うばかりで
なく、貴重なガラスに代って窓や風よけに使わ
れている。それにしても 77 ｍ分で、一体どこ
に使ったのだろうか。寒さの厳しいこの地域で
は、風よけと寒さ除けのために、家畜舎や自分
たちの宿舎の窓に使われたのだろう。ビニール
ハウスで使用するにはあまりにも量が少ない。
第５項　「副食物消費量」
これは給食人員 15 人分の消費量の明細であ
る。副食物の品種として「油（植物油）」、「調
味料」、「味噌」、「塩」、「豚肉」に分けられ、そ
れぞれに「総供給数量」と「個別消費量」の「数
量」と「金額」が記されている。「油」の総供
給量は（46kg　23 万ウオン）、個別消費量は（３
kg　１万 5,000 ウオン）、調味料の総供給量は
（ ５kg　 ２ 万 5,000 ウ オ ン ）、 個 別 消 費 量 は
（0.030kg　1,650 ウオン）。味噌の総供給数量は
（300kg　600 ウオン）で、個別消費量は（20kg　
400 ウオン）、塩の総供給数量は（350kg）で、
個別消費量は（23.3kg）。豚肉の総供給数量は
（240kg）で、トウモロコシの収量は（２、
3500kg）、トウモロコシの個別消費量は（156.6
キログラム　６万 2,640 ウオン）。合計は 25 万
5,600 ウオンである。この中で「油」が副食物
消費金額の 90％近くを占めているが、食用油
とくに胡麻油は貴重で高額で取引される。「一
人３kg」は少なすぎると思われる。「豚肉」で
は豚肉の「総供給数量 240kg」の代わりに、ト
ウモロコシが 2,350kg 支給されている。これは
トウモロコシ１kg当たり400ウオンであるが、
豚肉は市場価格で１kg が 5,000 ウオン前後で
取引されていることを考慮すると、受給者にと
っては損である 23）。味噌や醤油の配給量も少
ない。味噌の生産単価が低いように思われるが、
北朝鮮では味噌や醤油の原料に大豆などに加え
て「どんぐり」などが使用されており、生産単
価を低く抑えることができるのである 24）。北
朝鮮では豚肉は高級でめったに食することはで
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きないが、さらに高級で貴重なのが「牛肉」で
ある。故・金日成主席は 1962 年の「新年の辞」
で、「わが朝鮮人民のもっとも理想とする生活
像は“白いご飯を食べて、肉入りのスープを飲
み、瓦葺きの屋根の家に住み、絹の着物を着る”
ことです」と演説し、そのような社会を一日も
早く実現することを約束した。しかし、この約
束は演説以後 30 年たっても実現されることは
なく、1992 年の「新年の辞」でも同じことを
演説した。1995 年からの食糧不足が絶頂期に
達した時、「牛肉は食べたし、されど命は惜しい」
と言いながらも、協同農場から空腹に耐えられ
ず牛を盗んできて、と殺して食べたことがばれ
て公開銃殺刑に処されるケースが相次いだ。現
在、北朝鮮では「人造肉（インジョコギ）」が
庶民の間で流行っている。文字通り「人造肉」
で、本物の動物の肉を食べられないので、大豆
油を搾った滓を加工して、肉として売っている
のだが、食感が本物の肉を食べる時と同じであ
るとして人気がある 25）。
第６項　「畜産」
副業地では野菜の栽培や家畜を飼育してお
り、５種類の家畜を飼育している。「頭数（匹
数）」、「単価（ウオン）」、「金額」、「損失（頭数・
匹数）」、「残高」を見てみると、NO.１「アヒル」
は（120　600　７万 2,000　97　23）、NO.２「ヒ
ヨコ」は（300　400　12 万　231　69）、NO.３
「ガチョウ」は（10　1,600　１万6,000　２　８）、
NO.４「山羊」は（５　5 万　25 万）、NO.５「羊」
は（48 万　32 万）、NO.６「牛車」で１台が 20
万ウオンで、合計は 97 万 8,000 ウオンである。
「牛車」の代金を差し引けば、この副業地での「畜
産」の資産は羊と山羊である。「牛車」は北朝
鮮の農村では「収穫物を運ぶだけでなく、農民
たちの自家用車」でもあり、かつて、朝鮮半島
の農村では牛は農家の「財産目録第１号」であ
り、冠婚葬祭や結婚式など緊急時にお金が必要
な時には、売買の対象となった。それだけに牛
は農家にとっては貴重な私有財産であるだけ
に、家族同様に扱い、家族は「食口（シック）」、
牛のことを「生口（セング）」と呼んで家族同
様に扱った。
鳥類の損失が多いが、死んだのかそれとも消
費したのか不明である。山羊と羊の一頭当たり
の単価は５万ウオン、８万ウオンと高額である。
北朝鮮には「草を肉に代える」と言うスローガ
ンがある。これは動物性たんぱく質の摂取には、
食肉用の動物を飼育しなければならないが、牛
や豚などの飼育には配合飼料などを給餌しなけ
ればならない。しかし、これには多大な飼料代
がかかる。これに対して「草食系の動物」は雑
草などを食べて生育するために、ウサギや羊の
飼育を大々的に奨励している。ウサギは小、中
学校でも観賞用としてではなく、班単位でウサ
ギの飼育を義務付けられている。万が一、ウサ
ギを死亡させると自分たちで新しいウサギを購
入して飼育しなければならない。例えば北朝鮮
の「教育新聞」（2006 年３月 30 日号）は中学
生宛にウサギの飼育について次のように指示て
いる。
「ウサギは穀物の飼料を与えなくても、肉
と皮が取れ、革製品を沢山作ることが出来る、
生産性の高い家畜です。ウサギの飼育が食生
活と軽工業の発展、冬季の服の問題の解決重
要です。平壌・安岳中学校と、慈江道の城干
中学校などの成果を伝え、各級学校ではウサ
ギを飼育する運動を大々的にくりひろげなけ
ればなりません」。そして「今こそ子ウサギ
の生産が本格的に進行する季節であり、母ウ
サギの栄養状態を改善し、防疫をうまく行い、
春季のウサギの疾病を予め防がなくてはなり
ません」
北朝鮮の小、中学校では課外授業の一環と言
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うよりは、国家の「食生活と軽工業の発展のた
め」にウサギの飼育が行われているのである。
山羊も成長すると軍隊に肉や皮が納品され、軍
隊の食糧や医療問題の解決の重要な役割を果た
している。山羊は「乳」が出るために重宝がら
れており、ヤギの飼育は協同農場ばかりでなく、
軍隊やあるいは個人が飼育しており、中朝国境
の中国側から北朝鮮側を見ると、あちこちで山
羊を飼育しているのが見られ、放たれた山羊の
群れが急こう配の崖っぷちで草を食べている姿
には驚かされる。ヤギの乳は貴重な栄養源であ
り、母親の母乳にカバーが架けられているのを
ときどき見かけるが、これは子山羊に飲まれな
いようにするからであるが、母山羊と一緒に歩
いている子山羊の心境はいかなるものかと、見
るたびに複雑な心境になる 26）。北朝鮮軍がヤ
ギを飼うのは
「また、以前から北朝鮮軍はヤギを飼って
いる。場合によっては独立小隊から師団本部
まで、その数はまちまちだが、数十、数百頭
に至る場合もある。ヤギを飼う理由は、ヤギ
の乳を虚弱者や栄養失調の軍人に供給するた
めだ」（李ジョンヨン　前掲書　78 ページ）。
「羊」は日本の植民地時代から朝鮮総督府に
よる「南綿北羊」政策によって、朝鮮半島北部
では羊の飼育が盛んに行われてきた。極寒の朝
鮮北部地域では羊の毛皮は必需品であり、食肉
としても供されるために、高額で取引されてい
る。
第７項　「自動車付属購入明細」
これは車の付属品の購入明細であるが、細か
い部品名については翻訳が出来ないものが多く
あり、北朝鮮から日本に脱北してきた人物の協
力を得た。また、共同執筆者の宮塚寿美子が韓
国でこの車の付属品の部品名についていろいろ
調べた。43 品目のうち、「ベアリング」、「ジャ
ッキ」、「モービル油」、「ペンチ　ドライバー」
などいくつかについては理解できたが、NO.35
「オビ４個」はいくら辞典で探しても出てこな
かった。脱北者に聞いたらいとも簡単に、「日
本語のオビ（帯）ですよ」という。この「オビ」
が如何なる部品なのか説明してくれたが、自動
車の知識がないので想像すらできなかったが、
エンジン付近の部品ことらしい。また、NO.43
の「チョクジェハムパンジャカゴンビ」（10 万
ウォン）は、ハングルの判読すらできなかった
が、43 品目の中では金額が最も大きいので、
何としてでも判読しなければならない。これは
「チョクジェ・ハム・パンジャ・カゴンビ」と
分けて翻訳すれば分かるとのことで、「チョク
ジェ（積載）・ハム（箱）・パンジャ（板子）・
カゴンビ（加工費）」と訳すと、「積載箱板子加
工費」と言うことで、どうやらトラックの荷台
部分のことらしい。この文書は要するにトラッ
クのメンテナンス費用の明細であり、オイルや
各種部品の購入のほかに、修理費用が記載され
ている。部品名は解読できたが、それがどこに
あり、どのような役割を果たしているのかは分
からなかった。ただ、このトラックが北朝鮮の
代表的なトラックであり、農村地帯で良く見か
ける「勝利 58 号」であることが分かった。こ
のトラック「勝利 58 号」は北朝鮮の他のトラ
ックと同じように旧ソ連のトラックを模してお
り、「旧ソ連のＧＡＺ－ 51」を模したもので、「中
型のトラックで、構造が単純なことから製造・
修理が容易であり、平安南道徳川市にある勝利
自動車連合企業所で生産されている」27）。中朝
国境からよく見られるトラックであり、時には
農産物を運ぶが、人間を乗せて疾走していると
きの方が多いような気がした。脱北者の話によ
ると協同農場などの修理場では、「工具類が常
に不足している。その理由は工具類がすぐに使
えなくなったり、現場で働いている人間が盗ん
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で持って行くから」だという。
第８項　「企業管理消費及び販売」
軍商副業地の経営状況を知ることが出来る。
NO.１〜 NO.４まではトウモロコシの「消費」
であり、NO.１「トウモロコシ（酒）」は数量
が 715kg で、酒と交換している。これはこの
副業地で働く男子の作業員のためなのか。
NO.２も「トウモロコシ（電気線）で、数量は
１トンで電気線と交換している。電線の長さが
どれほどなのか記されていないが、電柱から電
気を引くために電線は欠かせない。NO.３の「ト
ウモロコシ（咸北米）１：７」は数量が 935kg
で、咸北米トウモロコシ７対１で交換している。
この地域はトウモロコシの産地のため、貴重な
コメとの交換比率が７対１となったようだが、
他の地域ではこの交換比率が低くなる。NO.４
「トウモロコシ（豚交換）　５：１」は数量が２
トン 350kg で、豚（豚肉）と５対１の交換で
ある。牛肉が美味しいことは誰もが知っている
が、牛は基本的には国家の所有物であり、個人
が飼育することはありえないが、豚は軍部隊や
協同農場、個人なども飼育しており、北朝鮮の
住民は冠婚葬祭の時に豚肉を供えるのを至上の
福としている。NO.５からは「販売」である。「単
価（ウォン）」「数量（kg）」「金額（ウォン）」
を見てみよう。NO.５「豚肉販売」は（２、
000　50　10 万）、NO.６「トウモロコシ販売」
は（400　４トン 385　175 万 4,000）、NO.７の「ト
ウモロコシ販売（セメント）」は（350　３トン
400　119 万）であるが、これはセメント購入
費に充てた者であろう。NO.８からは農作物の
販売額で、NO.８「胡麻の葉」は（1,500　88　
13 万 2,000）、NO.９「 唐 辛 子 」 は（600　200　
12 万）、NO.10「玉葱」は（200　150　３万）、
NO.11「大豆」は（600　200　12 万）、NO.12「黍」
は（700　100　７万）、NO.13「高粱」は（700　
70　４万 9,000）で、販売の合計額は 360 万
7,000 ウォン。販売額のうちトウモロコシの販
売額が 81％を占めており、「消費」の分のトウ
モロコシの数量を加算すると、この副業地の主
な経営主体はトウモロコシ栽培であることが分
かる。
第９項　「購入」
副業地における「購入」の明細である。「購入」
の項目は、「副業地管理運営費」が 170 万 1,000
ウォン、「営農資材費」が 320 万 2,000 ウォン、
「畜産費」が 97 万 8,000 ウォン、「副食物消費」
が 25 万 5,6000 ウォン、「自動車付属費」が 127
万ウォンで、「合計」は 740 万 6,600 ウォン。
これから「生産物消費及び販売」を引くと 360
万 7,000 ウォンとなり、379 万 9,600 ウォンの「未
決（つまり赤字）」となる。「購入」費用の 43
％は「営農資材」が占めており、次いで「副業
地管理運営費」、「自動車付属費」と続くが、こ
の「自動車付属費」の金額が大きいのは、中古
車が多く（何台所有化は特定できないが）、故
障が度重なるため修理や部品の補給がかさむか
らであろう。
第 10項　「自動車の付属購入明細」
2008 年１月 27 日に購入した「ピストン」そ
の他の付属品の購入金額が、総額で 42 万 8,000
ウォンであり、それを証明するために、2008
年２月３日付の「購入者　運転手」の手票（サ
イン）がある。
第 11項　「３年間に上納した数量」
この文書類の性格を知るものである。「軍商
副業地」であるから、所属する部隊に「賃貸」
への謝礼として、上納することが義務付けられ
ているのであろう。３年間の上納品と数量を見
ると、2005 年 12 月 26 日の記録によると、「ト
ウモロコシ」（４トン 500kg）、「黍」（200kg）、
「小豆」（200kg）、「大豆」（200kg）、「インゲン
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豆」（150kg９、「青豆」（200kg）、「玉葱」（100kg）、
「高粱」（200kg）である。これが 2006 年１月
20 日の記録では、「トウモロコシ」（10 トン）、
「黍」（150kg）、「小豆」（150kg）、「大豆」（200kg）、
「インゲン豆」（150kg）、「青豆」（200kg）、「玉
葱」（100kg）、「高粱」（200kg）、となっており
「トウモロコシ」の上納量が前年の２倍になっ
ている。2007 年 12 月現在の上納量は、２月 16
日に「豚肉」（200kg）、10 月 10 日にも「豚肉」
（200kg）、「酒」（200kg）、「豆腐豆（12 月）」
（300kg）、「トウモロコシ（判読不明）」（１トン）、
「トウモロコシ（酒生産用）」（715kg）となっ
ている。
２月 16 日は金正日総書記の誕生日であり、
10 月 10 日は朝鮮労働党の創建日にあたる。上
納されたトウモロコシや豚肉の値段は、2011
年３月２日の清津市での調査によると、トウモ
ロコシ１kg が 600 ウォン、豚肉１kg7,000 ウォ
ン、豆腐豆１kg470 ウォン 28）となっており、
上納された品目を市場価格に換算すると莫大な
金額となる。問題は上納されたこれらトウモロ
コシや豚肉などが、軍部隊のどこに納入された
かと言うことである。我らに「軍人商店」を実
際に知っており、「軍商副業地」について説明
してくれた脱北者は「間違っても一般の軍人に
は行き届かない。幹部連中を太らすだけだろう」
と言ったが、あながち否定はできない 29）。
むすびにかえて
本稿は「軍商副業地」が経営する「生産物処
理計算書」の研究・分析であるが、北朝鮮の文
献はおろか韓国の研究書にも出てこない。見過
ごしている可能性もあるかもしれないし、韓国
の北朝鮮研究者にも当たってみたが誰もが「初
めて聞く言葉」と答えた。当初はこの資料をそ
のまま研究室の資料棚に保管しておいたが、せ
っかく入手した資料だから、二人で分析して先
ずは「資料紹介」程度でいいから、世に紹介し
分析を世に問うことにした。資料が少ない、先
行研究がないと言うことは研究者にとっては
「致命的」でもあるが、逆に誰もやっていない
未知の分野であるから、研究・分析のやり甲斐
もある。６月にある NGO 野団体が東京で開い
たシンポジウムで、北朝鮮の内部を撮影した映
像を上映した時、一瞬であったが、ある建物の
正面に白地の看板に黒字で「クニンサンジョㇺ」
と言うハングルが見えた。間違いなく「軍人商
店」である。一瞬であったから店の規模などは
分かる由もなかったが、ともかく研究対象の存
在を確認したことは事実である（このＮＧ０に
この軍人商店の映像の所だけをダビングして送
ってもらえないかと頼んだが、返事がなかった。
もちろん費用や送料を支払うと言ったのだが）。
縁がなかったと思い映像の写真は諦めたが、
映像は脳裏に焼き付いているので、いつか北朝
鮮に行くことがあったら、いの一番にこの「軍
人商店」を探すことにする。「軍人商店」の存
在を確認できたので、この映像を共に見ていた
宮塚寿美子もさらなる分析への勇気と希望を与
えてくれた。次に軍人商店による副業地経営の
実態であるが、「これが軍商副業地である」と
言う資料を探し出すことはできなかったが、11
枚の文書類から北朝鮮の軍隊における食糧不足
の実態や、肥料不足が農業生産に与える実態、
肥料不足の原因などを探り出すことが出来た。
宮塚利雄は北朝鮮の農業問題を長いこと追及し
てきたので、この「生産物処理計算書」には比
較的馴染みやすかったが、「自動車付属品」の
項目は理解することが出来なかった。ただ、国
境調査のたびに北朝鮮側を土埃を立てて走って
いる「紅旗 58 号」はよく目にした。トウモロ
コシの茎を山のように積んだ牛車の風景も見慣
れている。
最後に、北朝鮮の軍部隊がいかに厳しい食糧
不足の状況にあるのか、肥料不足による犯罪の
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事例を紹介して、「軍商副業地」を理解するう
えで役立つものと確信し、長い引用であるがそ
のまま紹介する。
「北軍人による農場襲撃が多発―――消息筋“各
部隊にトウモロコシ確保が命じられた”」30）
北で収穫の始まりと共に軍人による農場襲撃
が多発していると、内部消息筋が 15 日伝えた。
自然災害や肥料不足で作況が良くないうえに、
兵士の略奪も重なり、住民は頭を抱えている。
咸鏡北道の消息筋は「自然災害と肥料不足から、
トウモロコシが不作で頭が痛いうえに、兵士が
乾燥すらしていないトウモロコシを略奪してい
くので、夜も眠れない」伝えた。「軍人の一日
の食糧供給量が以前より大幅に減っており、人
民武力部後方総局は各部隊に食糧の自主解決を
指示した。現在の空腹も問題だが、冬に備えて
軍人が備蓄目的で奪っている」と説明した。消
息筋によると、会寧のユソン農場では、教導大
隊と警備隊の兵士が縄張り争いを行っていると
いう。農場の周辺には 335 教導隊直属５大隊と
国境警備司令部 27 旅団 32 連隊２大隊本部が位
置している。この二つの部隊はそれぞれが農場
を自分たちの物であると考え、昼夜問わず略奪
しているという。消息筋は「農場の除隊軍人の
警備員に捕えられた兵士の話によると、各部隊
は訓練前（12 月１日）までに、トウモロコシ
200キロの確保を命じられたという」と伝えた。
分隊は通常 10 人で構成されている。「トウモロ
コシを脱穀し、倉庫に収納された後では東南が
容易ではない。トウモロコシを乾燥させている
今が狙い時だ」と付け加えた。農場員はトウモ
ロコシを守るために、非常勤務を行っていると
いう。消息筋は「若い除隊軍人の彼らの家族ま
で警備を行っているという。軍人たちを見ると
可哀そうな気がするが、家族のために仕方なく
パトロールを行うしかない」と話した。北朝鮮
の農場では８月中旬にトウモロコシを収穫す
る。天日干しをした後に農場員に分配する。農
民にとってはトウモロコシが食料の全てである
ので、必死にトウモロコシを守っているのだ。
一方、慢性的な経済難と肥料不足、自然災害が
重なり、食糧事情はますます悪化している。最
近では優先的に供給されている軍人への配給も
減っている、と消息筋は伝えた。咸鏡北道の消
息筋も「密輸をしている少数の士官を除いては、
つい先日入隊した軍人すらも栄養失調でまとも
に歩くこともできない」と伝えた。
軍人が協同農場や農家から食糧を略奪すると
は尋常ではない。北朝鮮軍に補給される食糧の
量も質も、民間人よりははるかに恵まれている
といわれていたが、1980 年代末頃までであっ
た。現在の北朝鮮の農業生産では、1990 年代
以前の配給状況に戻ることは不可能である。か
つては軍隊に行けば「三食白米を食べることが
できる」と言われ、軍への入隊はあこがれの的
であった。それが 1990 年代に入り北朝鮮は慢
性的な食糧不足に陥ったのである。軍人の軍内
部における食糧・食事状況はどうなっているの
だろうか。
北朝鮮の後方物資の供給は、部隊によって
大きく異なる。まず、最高待遇の規定が 13
号供給規定で、その次は 11 号供給規定とな
っている。休戦ラインに勤務する民警部隊や
空軍パイロット、海軍艦艇の乗務員などは
13 号規定の適用を受ける。13 号供給規定は、
さらに３段階に分類されるが、師団長級以上
の将官は 13 号供給規定の中でも最上級の待
遇を受ける。１日の供給量は白米 850 グラム、
野菜 1500 グラム、肉類 300 グラム、食用油
100 グラム、菓子類 200 グラム、水産物 600
グラムで、そのほか調味料、唐辛子、ニンニ
クなどが供給される。1990 年以前には豚肉
などの供給もあった。11 号供給規定は軽歩
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兵部隊や師団級部隊の偵察部隊に適用される
もので、白米（800 グラム）と食用油は比較
的円滑に供給される。肉類は不定期で供給さ
れる。その他の一般歩兵、通信、工兵などの
一般部隊は、1990 年代以前にも名節と特別
な訓練期間を除いては、肉類は満足に供給さ
れない。北朝鮮軍にはこのほかに特別職があ
る。名節になると北朝鮮軍は餅や天ぷらなど
を作って食べるが、最も北朝鮮軍で人気があ
るのがカップ麺だ。しかし、名節期間中に一
食食べることができる程度だ。ときどき宣伝
写真に、ラーメンを受け取って金正日将軍に
感謝する場面があるが、これはヤラセにすぎ
ない（李ジョンヨン　前掲書　77〜78 ペー
ジ）。
また、慢性的で深刻な肥料不足にあって、略
奪してまで肥料を確保する事例もあった。
「牛を盗む、列車を襲う」32）
約１週間で趣旨の問題はほとんど解決した
が、今度は肥料が問題となった。燃料不足で列
車が正常に動かなかったため、農村でも肥料が
不足していた。それに、１年に供給される肥料
の量が限られているため、山で腐植土を掻き集
めて使い状況だった。ある日、農村に行ってき
た隊員が、二十キロメートルほど離れた駅で肥
料を積んだ列車が止まっているのを目撃したと
報告した。この機会を見逃すわけにはいかなか
った。1989 年４月末のある日、駅には肥料を
積んだ貨物列車が何日も動かずに止まってい
た。まずは駅周辺の状況を偵察して、夜間に行
動する経過を立てた。今でもそうだが、当時は
全国的に肥料が不足していて盗難事件が多発し
た。肥料を積んだ貨物列車には必ず銃を持った
警備兵が乗っていて、各駅にはまた保衛がいた。
夜間も警備が厳しく、なかなか隙を見出すこと
ができなかった。（中略）十名が肥料袋一個（30
キログラム）ずつ担いで走り出した。このよう
な強引なやり方で肥料 300 キログラムを入手し
た私たちは、再び農作業に取り掛かった。私は
皆の先頭に立って、バケツを持って村や公衆ト
イレを回りながら人糞を掻き集めていたし、朝
から晩まで畑で作業をした。
これらの事例からも分かるように、食糧増産
（農業生産の増大）には一にも二にも「肥料」
であることが分かる。トウモロコシの生育は「投
入される肥料の量によって決まる」といわれて
いるが、その肥料を確保し施肥することも容易
ではなかった。「軍商副業地」の経営にかかわ
った８人の女性たちの労働力に対して、投入（購
入）された肥料の量は少なく、その結果、トウ
モロコシの生産量も少なかったのではないだろ
うか（耕地面積が明らかにされていないので、
推測の域を出ないが）。先行研究事例がない今
回の研究テーマについて、分析不足であること
は否めない。今後とも新たな関連資料の発見や、
北朝鮮からの脱北者（できれば軍人）からの聞
き取り調査などを行って、さらに研究・分析を
深めていきたい。
注
１）「デイリーＮＫ（DaiLy NK）」は、韓国の市民
団体である北朝鮮民主化ネットワークが発行
するインターネット新聞。「北朝鮮ニュースの
ハブ」を掲げている。韓国版のほかに英語版、
中国語版もあり、2007 年からは日本語でも情
報を発している。記事執筆者には多くの脱北
者を含むほか、北朝鮮の「内部消息筋」への
取材網を持っており、北朝鮮の現況や日常生
活に関する記事が多いことが特色である。ま
た、韓国における拉致被害者（拉北者］問題
も精力的に取り上げている。
２）「アジアプレス・インターナショナル」は、一
般に言われているニュース・エージェンシー
「2007 年度生産物処理計算書」から見る北朝鮮の現実」（宮塚　利雄・宮塚　寿美子）
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やプロダクションとは形態が異なり、フリー
ランスジャーナリストのネットワークと位置
づけられている。日本人がメンバーの大部分
を占めているが、中華人民共和国、大韓民国、
朝鮮民主主義人民共和国、フィリピン、パキ
スタン出身者も所属している。結成当初は写
真、文章による雑誌媒体への発表が主であっ
たが、90 年代からはビデオ・ジャーナリズム
に発表の場を移している。2008 年より『リム
ジンガン』と言う、北朝鮮脱北者による雑誌
のウエブ版がスタートし、『リムジンガン』の
雑誌版はアジアプレス出版部から季刊誌とし
て発表されている。
３）筆者の宮塚利雄は北朝鮮の内部文書を約 300
種類を入手し、2004 年７月に小学館から『が
んばるぞ！北朝鮮――最新内部文書150通』（総
250 ページ）を出版した。
４）金元奉　『北朝鮮朝鮮軍の全貌――知られざる
「赤い軍事力」の実像に迫る！』（アリアドネ
企画社　1996 年　199 ページ）。
５）清水惇　『北朝鮮朝鮮軍の全貌――独裁体制の
守護者朝鮮人民軍の正体』（光人社　2005 年　
215 ページ）。
６）金日成総合大学を卒業し、金日成政治大学を
歴任し、韓国に脱北したのち韓国の大学で講
師を務め、現在は日本の大学で教鞭をとって
いる。この人物からは北朝鮮の政治・経済・
社会情勢について詳しく伺った。
７）この人物は 1959 年 12 月に日本から北朝鮮に
帰国した人物で、咸鏡北道にある炭鉱で働い
ていたが、近くにある都市で「軍人商店」を
見ており、軍商副業地についても知っていた。
８）『農作物品種紹介集』（外国図書出版社　2010
年　平壌　21 ページ）。
９）「仕事がなくても協同農場へ出かければ、最小
限の食糧配給を受領」『必ず知らなければなら
ない統一・北朝鮮――教員が質して専門家が
答えた統一・北朝鮮ハンドブック 110 問』（平
和問題研究所　韓国・ソウル　2011 年７月　
176 ページ）。
10）「生活総和」とは、学校と職場または社会組織
ではそれぞれ日・月・分期ごとに生活総和が
行われる。生活総和を通じて“金日成思想の
学習”、“主体思想の教養”のような政治学習
を行い、職場での責任量達成などのような仕
事と関連した討論会も行う。北朝鮮の住民は
生活の一部分として、多くの組織活動を行う。
かつては組織活動の成績によって、自分の地
位と身分が変わることもあるために、大きな
比重を置いたが、最近では私的な経済活動（副
業に力を入れる――宮塚利雄注）をすること
の方に力を入れるようになった（前掲書　172
ページ）。
11）前掲書　175 ページ。
12）新年にあたり発表された 2010 年１月 1 日付け
「労働新聞」（朝鮮労働党機関紙）、「朝鮮人民軍」
（朝鮮人民軍機関紙）、「青年前衛」（朝鮮青年
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